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広島支部青年部会：

第3回レゴワークショップ「バベルの塔を建てる」を開催しました
広島支部：北村　圭

裏テーマと今後の展開

※本企画はLEGOグループが関与するものではありません。

ぺあせろべ2024　青年部ブースのご案内
広島支部：弘永　祐太
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今回のテンセグリティ構造模型

のデモ

下：オリジナルの設計図を用意 天井まで届きそうな完成品とみんなで記念写真 下：色画用紙を広げて色分け

大きいモニュメントを建方実験中 オリジナルビール仕込中！(本当)

青年部では毎年活動の一環で、広島市で行われる国際交流フェスティバル「ぺあせろべ」
にイベントブースを出展しています。今年は 10/6（日）に護国神社前で開催予定。
「テンセグリティ構造ワークショップ」と「建築士ビール」の 2つを準備中です。
不思議な構造物を眺めながら、建築士印のビールを味わってみませんか？

実は今回の裏テーマは在庫のパーツを仕分けることと、その効率的な手法の模索でした。結果、みなさんの協力のもと綺麗
に仕分けができたので、次回はいよいよ実在の建物を製作したいと思います。冬休み開催予定です。お楽しみに！

身近なレゴを使って、親子で建築やまちづくりを体験できるワークショップ
を昨年に続き今年も開催。連休初日にもかかわらず、中区アステールプラザ

に約 30 人が集まりました。3 回目の今回は「バベルの塔」を模した空想建築に挑戦！会場
は畳の大広間に大判の色画用紙を環状に広げ、パーツを色別に仕分けながら作れるように
しました。最終的に 3 時間で 2m を超える構造物が完成！ご参加頂いた皆様ありがとうご
ざいました。（製作したバベルの塔はその場で解体しました。）
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「能登半島地震災害義援金募金」への
お礼とご報告
広島県建築士会では2024年3月1日～4月30日の

期間、能登半島地震により被災された方々への義援
金を募集いたしました。皆様から総額269,201円の募
金をお預かりし、7月10日付けで石川県、富山県及び
新潟県の各建築士会に寄付させていただきました。
皆様のあたたかいご支援、ご協力に感謝申し上げ

るとともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り
申し上げます。

CPD認定プログラム（10月の広島県内実施分） 
2024年8月16日現在

日  時 プログラム名 単位 主　催 連絡先

10／  3 大規模修繕「修繕の心得」講習会（DVD講習） 3 広島県建築士会 082－244－6830

10／  4 「設計に活用したい」セミナー地球環境と今後の日本について考える研修会 3 広島県建築士会福山支部 084－923－4820

10／  6 第一種電気工事士定期講習（広島市）10/6 6 電気工事技術講習センター 03－5206－2720

10／  8 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830

10／  8 電気設備の内線規程講習会（広島会場） 5 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／  9 自家用電気工作物保安管理規程講習会10/9 5 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／12 令和6年度　広島県ヘリテージマネージャー養成講習会（4） 6 広島県建築士会 082－244－6830

10／16 「既存住宅状況調査技術者」講習会（更新講習） 2 広島県建築士会 082－244－6830

10／16 電気設備保全管理講習会 5 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／16 適合証明技術者業務講習 3 広島県建築士事務所協会 082－221－0600

10／17 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 5 広島県建築士会 082－244－6830

10／17 電気技術者のための「電気関係法規」実務講習会 5 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／17 令和6年度　広島県木造建築セミナー（3） 6 広島県　林業課 06－6360－4465

10／19 DIYリフォームアドバイザー資格認定講座（会場＆オンライン） 4 住環境教育協会 082－545－0516

10／19 令和6年度　広島県ヘリテージマネージャー養成講習会（5） 6 広島県建築士会 082－244－6830

10／22 【第3回】労働安全衛生特別教育（高圧・特別高圧電気）講習会（1日目）10/22 6 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／22 既存住宅状況調査技術者講習（更新） 2 広島県建築士会 082－244－6830

10／23 【第3回】労働安全衛生特別教育（高圧・特別高圧電気）講習会（2日目）10/23 6 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／25 第一種電気工事士定期講習（広島市）10/25 6 電気工事技術講習センター 03－5206－2720

10／29 【第3回】労働安全衛生特別教育（低圧電気）講習会（広島会場） 8 日本電気協会 中国支部 082－243－4237

10／29 『リフォーム工事の原価管理能力アップ』のための講習会（広島） 6 経済調査会 03－5777－8222

10／30 「電気設備の技術基準とその解釈」講習会　10/30 6 日本電気協会 中国支部 082－243－4237
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表紙写真について
Oshigome Base

●設計・監理／株式会社 小松隼人建築設計事務所

●施 工／株式会社 豪建ホーム

●所 在 地／広島県呉市押込3丁目

●用 途／住宅＋事務所

●構造規模／木造2階建て

●敷地面積／478.25㎡

●建築面積／133.88㎡

●延床面積／140.61㎡

●竣 工 日／2023年3月

広島県呉市の山間で、東は本庄水源地と、その手前に呉湾まで繋がる二河川が
流れ、西は絵下山を中心とした山々が連なる敷地。この自然豊かな環境に
住宅と工務店からなる店舗併用住宅を計画した。まず屋根を1方向に絞るの
ではなく、貯水池から山並みまでの緑の連続性をつくるための下屋（草屋根）、
南からの直射を遮り河川の下流から吹く強風を受け流すための主屋、この
2方向の屋根の重なりによって全体を統合させた。2階の居住スペースから
は草屋根と貯水池を重ねた風景を望みながら暮らすことができ、下屋の諸室は
深い軒と地面からもち上がった植栽によって守りながら風景に開いている。
さらに街の工務店という機能を拡張させるため、1階の庭と地続きになるように
多目的室を配置した。塀ではなく植栽によって適度に視線を調整することで、
利用者の賑わいを地域に届けている。下屋の草屋根は室内の熱負荷の低減
に繋がるだけでなく、川沿いが桜並木となる春先には地域の人びとに開放する。
建築全体を利用した職住に「会所」を加えた計画である。
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　今年度新たに発足した災害対策委員会です。第1回委員会では今後の活動内容について打合せを行いまし
た。以下、簡単にまとめました。

1 紙管間仕切り設置支援について
　•広島市より要請を受けて、計画・設置などのアドバイスを行う。今後県下にも広げていきたい。
2 建築相談員派遣・応急危険度判定員派遣について
　•要請ルートや県建築士会としてルール作りなどを整理していくための個別調整を進める。
3 広島県災害復興支援士業連絡会との連携活動について
　•弁護士会等と同様な動きは難しいが、講師派遣の仕組みやルールを士会から提案する。
4 「ぺあせろべ」における紙管間仕切りの展示運営ほか年度内活動計画について
　•今後の紙管間仕切りの活用方法に関して坂事務所と調整を行っていく。
5 その他
　•以前作成・配布した相談窓口でのマニュアル資料など再度確認とノウハウの蓄積を図る。
　•青年委員会で購入した耐震模型の活用を図る。

第1回 災害対策委員会を開催しました。 委員長　宮迫　勇次

日　時 令和6年7月31日（水）17：00～

日　時 令和6年7月28日（日）

日　時 令和6年8月3日（土）

13名（うちWeb参加3名）参加者

7月28日（日）に一級建築士試験（学科の試験）が広島工業大学専門学校で実施さ
れました。
548名の受験生が、猛暑の中（教室は冷房完備）、試験時間6時間30分の長時間に亘
り、難問に果敢に取り組まれていました。
今回の試験から、大きな変更点がありました。学科Ⅲ「法規」の出題範囲に「告
示」も含まれることが明示されたことに伴い、出版社や発行年などの種類を問わず
「物理的に2冊の法令集を使用することができるようになりました」。このため法令集
の事前チェックにより時間を要することから，受験者に配慮し「試験開始前から
チェックを行うことになりました」。
一方で、近年特に注意すべき点として、「スマートウォッチ」の存在があり、ス
マートフォン等と同様に試験時間中の使用は禁止されています。例え、時計機能だけ
の使用であっても認められていませんので、お知り合いの受験生がおられましたら、
お伝えください。
なお、今回の試験の「合格発表」は9月4日（水）の予定となっています。また、
「設計製図の試験」は10月13日（日）で課題は「大学」となっています。
受験生の皆さまのご健闘をお祈りしています。
最後に、猛暑の中、多くの建築士会員（42名）の皆さまに「試験監理員」として、
ご協力を頂いたことにこの場をお借りして、感謝申し上げます。

6月8日に行われましたブロック大会では皆様からの温かいお支援を賜り誠にありがとうございました。
大会で大懇親会などあったものの、広島県のメンバーは役割などがありなかなかスタッフ同士で話す機
会がなかったため、この度8月3日に報告会と打ち上げを行いました。
打ち上げには分科会に講師をしていていただいた（株）竹内左官技工の三ツ塚さん、宮川興業（株）の
宮地さんなどご招待し、ANAクラウンプラザホテル広島のビアガーデンにて35名で盛大に行われました。
段取りでの苦労話や大懇親会の裏話など楽しい話に花を咲かせ、さらに団結力
が増したのではないかと思います。改めてたくさんの会員の皆さんに支えられて
実行できたんだなと実感しました。
また9年後に広島での開催となりますが、「未来少年」としてこの経験を生か

していけるように後世へ繋いでいければと思います。ありがとうございました。

令和6年 一級建築士試験（学科の試験）報告 試験業務委員会　奥野　功貴

令和6年度 実行委員長　長島　周平青年・女性建築士の集い 中四国ブロック広島大会を終えて
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中国エリアをすっぽりカバーしています中国エリアをすっぽりカバーしています

https://www.jutakuhosho.com/

■ 指定確認検査機関 ■ 指定構造計算適合性判定機関 ■ 登録住宅性能評価機関

■ 登録建築物エネルギー消費性能判定機関 ■ 適合証明業務（フラット３５） ■ 長期使用構造等の確認業務

■ 住宅瑕疵担保責任保険業務

本社　〒730-0013　広島市中区八丁堀15-8-6F

TEL：082-836-3300　FAX：082-228-8201

東京支店：東京都千代田区神田富山町22-7F

URL　https://www.jesupport.jp/ 　e-mail：mail@jesupport.jp 福岡支店：福岡県福岡市中央区天神一丁目9-17-8F

「より早く・より親切に・より分かり易く」をモットーに
より確かなサービスを提供します

　　株式会社 ジェイ・イー・サポート

■ 建築物省エネルギー性能表示制度
 （BELS）評価業務

■ 調査診断業務
　　（遵法性調査、定期報告等）

12条点検は弊社におまかせください

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全で安心な住まいづくりをサポートします。 
◆ 建築確認・検査     ◆ 住宅かし担保責任保険 

◆ 住宅性能評価      ◆ 省エネ関連業務 

◆ フラット 35 適合証明   ◆ リフォーム評価ナビ 

◆ ⻑期優良住宅技術審査    ◆ ベターリビングリフォーム審査業務

◆ 低炭素建築物技術審査    

指定確認検査機関・登録住宅性能評価機関 
株式会社 広島建築住宅センター 

URL:http://www.hkjc.co.jp 

本社  〒730-0013 広島市中区八丁堀15-10 
    TEL(082)228-2220 FAX(082)228-2231 
営業所 〒720-0034 福山市若松町8-22 
    TEL(084)928-3979 FAX(084)928-3974 
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